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12月  9日（火）　 

12月10日（水） 

12月11日（木） 

12月12日（金）　 

12月15日（月） 

12月16日（火） 

本会議（第1日） 

総務文教常任委員会 

厚生常任委員会 

産業建設常任委員会 

予備日 

本会議（第2日） 

議
決
結
果
 1212

月 月 
定
例
会
報
告 

定
例
会
報
告 

平
成
20
年
第
4
回
定
例
会
が
、
12
月
9
日
〜
12
月

16
日
ま
で
8
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、議
案
や
請

願
・
陳
情
な
ど
の
審
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

会  期  日  程 

【
議
案
第
55
号
】
福
智
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
16
日
　
原
案
可
決
 

　
平
成
21
年
度
の
個
人
情
報
保
護
審
査
会
発
足
に
向
け
、条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。
 

【
議
案
第
56
号
】
福
智
町
政
治
倫
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
16
日
　
原
案
可
決
 

　
福
智
町
政
治
倫
理
条
例
の
対
象
者
で
あ
っ
た
特
別
職
の
収
入
役

が
、一
般
職（
課
長
）の
会
計
管
理
者
と
な
っ
た
の
で
、対
象
か
ら
削
除

し
ま
し
た
。
 

【
議
案
第
57
号
】
福
智
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
12
月
16
日
　
原
案
可
決
 

　
出
産
育
児
一
時
金
関
係
の
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
 

【
議
案
第
58
号
】
福
智
町
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
16
日
　
原
案
可
決
 

　
公
民
館
施
設
利
用
の
是
正
を
図
る
た
め
、条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。
 

【
議
案
第
59
号
】福
智
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
12
月
16
日
　
原
案
可
決
 

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
利
用
の
是
正
を
図
る
た
め
、条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。
 

【
議
案
第
60
号
】
福
智
町
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
16
日
　
原
案
可
決

　
体
育
施
設
利
用
の
是
正
を
図
る
た
め
、条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。
 

【
議
案
第
61
号
】福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
16
日
　
原
案
可
決

　
広
域
連
合
議
会
議
員
定
数
の
経
過
措
置
を
延
長
す
る
と
と
も

に
、共
通
経
費
の
負
担
割
合
を
改
め
る
た
め
の
広
域
連
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
、議
会
議
決
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
 

【
議
案
第
62
号
】
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
16
日
　
原
案
可
決

　
汚
水
処
理
施
設
使
用
料
の
長
期
滞
納
者
に
対
し
、請
求
の
訴
え

を
提
起
し
、ま
た
は
和
解
の
申
立
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、議
会

の
議
決
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
 

【
議
案
第
63
号
】
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
16
日
　
原
案
可
決

　
水
道
使
用
料
の
長
期
滞
納
者
に
対
し
、請
求
の
訴
え
を
提
起
し
、

ま
た
は
和
解
の
申
立
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、議
会
の
議
決
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
 

【
議
案
第
64
号
】平
成
20
年
度
福
智
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

3
号
）に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
16
日
　
原
案
可
決

　
予
算
の
総
額
に
4
億
2
千
5
5
8
万
2
千
円
を
追
加
し
、予
算

の
総
額
が
1
3
7
億
6
千
9
9
9
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

【
議
案
第
65
号
】平
成
20
年
度
福
智
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
2
号
）に
つ
い
て
…
12
月
16
日
　
原
案
可
決
 

　
予
算
の
総
額
か
ら
3
億
9
千
7
6
2
万
7
千
円
を
減
額
し
、

予
算
の
総
額
が
32
億
7
千
7
1
5
万
1
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

【
議
案
第
66
号
】平
成
20
年
度
国
民
健
康
保
険
福
智
町
立
診
療

所
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）に
つ
い
て
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
16
日
　
原
案
可
決

　
予
算
の
総
額
に
5
3
6
万
円
を
追
加
し
、予
算
の
総
額
が
10
億

5
千
7
1
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

【
議
案
第
67
号
】平
成
20
年
度
福
智
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
3
号
）に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
12
月
16
日
　
原
案
可
決

　
資
本
的
支
出
の
予
算
額
に
1
千
4
2
6
万
1
千
円
を
追
加
し
、

資
本
的
支
出
の
予
算
額
が
4
億
3
千
9
0
5
万
7
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
 

【
諮
問
第
1
号
】
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
16
日
　
原
案
同
意
 

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、渡
邉
巧
氏
を
適
任
と
認
め

ま
し
た
。
 

【
諮
問
第
2
号
】
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
16
日
　
原
案
同
意
 

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、香
月
輝
一
氏
を
適
任
と
認
め

ま
し
た
。
 

 
　
※
請
願
第
3
号
・
4
号
・
5
号
お
よ
び
陳
情
第
2
号
は
、次
ペ
ー

ジ
で
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

 



現在、地域の行政需要が増大しており、地方自治
体が果たす役割は、ますます重要となっています。　 
　国は、過去の景気対策と地方交付税の大幅圧縮により、自治
体財政硬直化を招いた財政責任が極めて重いにもかかわらず、自
治体財政健全化法のもとで、地域・自治体に財政責任を押し付け、
公共サービスを削減することは容認できません。地方財政の充実・
強化を目指し、次のとおり求めます。 
●国・地方の税収配分5：5を実現する税源移譲、地方交付税機
能の強化により、地方財源の充実強化を図ること。 

●自治体間の財政力格差は、地方間の財政調整によることなく、
地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化により是
正を図ること。 
●地方自治体の意見を十分に踏まえた対処をおこなうこと。 

 
この請願は採択され、内閣総理大臣・内閣官房長官・

総務大臣・財務大臣・経済財政政策担当大臣に意見書を提出
しました。 

請願・陳情紹介 

社会保険庁病院「健康保険・直方中央 
病院」を公的な医療機関としての存続・ 
充実を求める請願 

地方財政の充実・強化を求める 
意見書提出に関する請願 

地域医療を守る自治体意見書に 
関する請願 

流域の安全・安心を守るため 
引き続き遠賀川の管理を国で 
行うよう意見書の提出 

請願内容 

結　果 

陳情内容 

結　果 

請願内容 

請願内容 

結　果 

結　果 

直方中央病院は病床数195床を有し、生活習慣病
や呼吸器・消化器医療機関として専門的な医療をおこなうなど、
地域医療の中核を担っています。 
　保有者の社会保険庁が、全国健康保険協会へ移行されたこと
に伴い、平成20年9月に社会保険病院などは健康保険福祉施設
整理機構に出資（移管）されました。厚生労働大臣は「移管され
たことで地域の医療が損なわれないよう十分配慮する」と発言し
ています。厚生労働省には、早く社会保険病院などを公的な医療
機関として存続させる『方針』を決めていただき、直方中央病院を
公的な医療機関として存続・充実させるよう求めます。 
 

この請願は採択され、内閣総理大臣・財務大臣・
厚生労働大臣に意見書を提出しました。 

平成19年5月に地方分権改革推進委員会は、国道
と一級河川を地方自治体へ移譲する方針を勧告しました。国土
交通省は知事が移譲を求めれば協議に応じる方針で、福岡県知
事が移譲を求めれば遠賀川も対象となります。福岡県が遠賀川
を管理した場合、現時点では財政担保も不透明であり、社会保障
費優先の財政運営の中で、直轄管理のような予算配分はできま
せん。その結果、遠賀川の管理水準が低下し、住民の安全・安心
が脅かされるため、次のとおり強く要望します。 
●遠賀川の河川管理は、引き続き国がおこなうこと。 
●国民の安全と安心を損なう規制緩和をやめ、行政責任を地方
に押し付けるのではなく、国の責任でおこなうこと。 
●地方間格差の解消に向けた施策を講じること。 
●国民生活に視点をあてた行政の民主化への転換をおこなうこと。 

 
この陳情は採択され、内閣総理大臣・国土交通大臣・

地方分権改革担当大臣・行政改革担当大臣・福岡県知事に意
見書を提出しました。 

少子高齢化の進展・医療ニーズの多様化など、医
療を取り巻く環境は大きく変化し、医師および医療スタッフの不足
解消が大きな課題となっており、地域医療サービスをめぐっては『医
療過疎』や『医療の貧困』ともいえる状況に全国で直面しています。 
　地域医療は、住民の生命・健康に直結する基礎的公共サービ
スであり、医療提供体制を確保することは、自治体の責務です。 
　地域において、良質で信頼のできる医療を継続して受けること
ができるよう、次のとおり求めます。 
●崩壊の危機に直面している地域医療を守るため、適切な医療
財源の確保を図ること。 
●医師・看護師等の確保と養成のための支援対策を強化し、予
算措置をおこなうこと。 
 

この請願は採択され衆議院議長・参議院議長・総
務大臣・厚生労働大臣に意見書を提出しました。 
 

請願第4号 請願第3号 

陳情第2号 請願第5号 
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総務文教常任委員会 委員長　池 永 利 治 

厚生常任委員会 委員長　堀 江 政 洋 

平成21年度に個人情報保護審査会を発足するのか。 

平成21年度に発足したい。 

審査会がないと不都合があるのか。 

不服の申し立て等があった場合、審査会で審査をしな
ければならないとなっている。 

委員は、職員だけでなく外部の有識者も入れるのか。 

そのような形になると思う。 

情報がもれることはないのか。 

守秘義務が課せられる。 

赤池・金田・方城地区の施設（野球場）で、金額の差が
出ているが、同じ金額にならないのか。 

赤池球場は硬式ができるが、金田球場は硬式ができ
ないので差が出ている。 

ふるさと寄付金は、何件の寄付があったのか。 

問い合わせは3件あり、寄付金は1件あった。 

天郷青年の家は廃止になったが、その後の計画は。 

解体の方向で考えている。 

この件に関しての諮問委員会の結論はどうなっているのか。 

答申を受けて、議会やタウンミーティングで報告したが、
具体的な結論が出ていなかった。 

町長が、答申に対しての結論・決断をしていなかったので
はないか。諮問委員会の答申には、今後従うのか。 

解体して跡地を売却する方向で考えているが、いろいろ
な問題があるので、どのように整理すればよいのか検討
する。 

問 

（答） 

問 

（答） 

 
問 

（答） 

問 

（答） 

問 

 
（答） 

問 
（答） 
問 

（答） 

問 

（答） 

 
問 

 
（答） 
 

長期滞納者を提訴する議案が出ているが、払わなか
った期間はどのくらいか。 

平成12年度から現在までの8年間。 

広報に、差し押さえを約100件したと掲載されてい
たが、その後どうなるのか。 

預貯金・不動産等の差し押さえをおこなった。 

土地を差し押さえたその後、どうなるのか。 

差し押さえをすることにより、時効の中断となっている。 

時効停止のために差し押さえをしているのか。 

不動産の場合はそうだが、将来的に公売等をおこなう。 

食の自立支援事業で、配食サービスの申し込みがあった
とき、決定する委員会があるのか。 

委員会はできていない。 

補正で、児童館の解体工事が予算計上されているが、ど
この児童館か。 

神崎にある児童館。 

 

問 

 
（答） 

問 

 
（答） 

問 

（答） 

問 

（答） 

問 

 
（答） 

問 

 
（答） 

【付託された案件】 議案第55号・56号・58号・59号・60号・64号・請願第4号 
【 審 査 結 果 】 慎重審議した結果、すべての議案および請願については、可決・採択すべきものと 
 決定しました。主な意見・質疑は次のとおりです。 

【付託された案件】 議案第57号・61号・62号・63号・64号・65号・66号・67号・請願第3号・5号 
【 審 査 結 果 】 慎重審議した結果、すべての議案および請願については、可決・採択すべきものと 
 決定しました。主な意見・質疑は次のとおりです。 

産業建設常任委員会 委員長　大 島 勇 夫 

方城温泉の収支で赤字が出たと聞いたが。 

今年度は原油の高騰により、燃料費の負担が増えてい
る。また、ガソリン代も高騰したため、来場者も減り、
日王の湯も赤字が出ていると考えられる。 

道路計画（金田町部～堀川）の説明を。 

道路拡幅・歩道設置については、全体計画を立てて設
計をおこない、町の単独費を少なくするため、補助の
取り組みをしたいと考えている。工事については、地
元と話し合いながら進めたい。 

柿添団地の確認申請が許可されたと聞いたが、その
後の経過は。 

業者には、工事の段取りを進めてほしいと話をしている。 

東区（方城）の工事状況は。 

1軒と話が決裂している。20年度は、その1軒を除いた
ところで工事を進めている。東区は72戸の建設計画だっ
たが、70戸の建設となっている。 

13支所（赤池）から、急傾斜の関係で請願が出ていたが、
その後どうなったか。 

県から補助金をうけ、工事着工は平成21年の年明けにな
る。 

 

問 

（答） 

 
 
問 

（答） 

 

 
 
問 

（答） 

問 

（答） 

 

 
問 
 

（答） 

【付託された案件】 議案第64号・陳情第2号 
【 審 査 結 果 】 慎重審議した結果、すべての議案および陳情については、可決・採択すべきものと 
 決定しました。主な意見・質疑は次のとおりです。 
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議員 原田　正 

※一般質問は受付順に掲載しています。 

一
般
質
問 

一
般
質
問 

         

 旧
三
町
が
合
併
を
し
、
2
年
9
ヶ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
町
民
の
方
は
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他

の
町
村
に
先
駆
け
て
福
祉
・
生
活
・
就
労
問
題
等
、
町
民

の
期
待
に
沿
う
よ
う
な
町
政
が
お
こ
な
わ
れ
る
だ
ろ
う

と
、
希
望
と
期
待
を
持
っ
て
今
日
ま
で
見
守
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
『
合
併
前
の
方
が
良
か
っ
た
』
と
い
う
意
見

を
多
く
聞
き
ま
す
。
町
民
の
期
待
を
担
っ
て
、
初
代
の
町

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
民
の
期
待
に
沿
う
よ
う

な
町
政
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
、
町
長
は
ど
う

評
価
し
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
　
町
民
の
方
が
思
い
描
い
た
よ
う
な
町

づ
く
り
に
は
、ま
だ
達
し
て
い
な
い
、ほ
ど
遠
い
状

況
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、こ
の
2
年
9
ヶ
月
の
間
で
土

台
を
つ
く
り
、ま
だ
明
確
に
は
形
が
見
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

残
り
の
期
間
で
、形
の
も
の
を
お
伝
え
し
、理
解
を
い
た
だ

く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 金
融
危
機
で
世
界
に
不
況
の
嵐
が
吹
い
て
い
ま

す
が
、
福
智
町
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
で
て
い

ま
す
か
。
 

【
町
長
】
　
自
動
車
産
業
の
関
連
企
業
が
あ
る

宮
若
市
や
苅
田
町
に
比
べ
れ
ば
、
打
撃
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
政
府
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
施
策
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、福
智
町
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
十
分
見
極
め
な
が
ら
、
日
ご
ろ
か
ら
抱
え

て
い
る
雇
用
の
問
題
や
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
等
、対
処
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

町
長
、
認
識
不
足
で
は
な
い
で
す
か
。
日
立
マ
ク

セ
ル
（
方
城
地
区
）
の
所
長
や
係
長
等
と
話
し
た
中
で
『
企

業
と
し
て
大
丈
夫
で
す
か
』
と
私
が
聞
く
と
『
大
丈
夫
ど

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
危
機
的
な
状
況
に
追
い
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
危
機
を
ど
う
乗
り
越
え
る
の
か
。
職

員
の
解
雇
な
ど
、
本
社
の
指
示
待
ち
と
な
っ
て
お
り
、
非

常
に
不
安
で
す
。
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
各
企
業
と
も

大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
優
良
な
誘

致
企
業
の
日
立
マ
ク
セ
ル
で
さ
え
、
厳
し
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
の
に
、
町
長
は
他
人
事
の
よ
う
に
話
し
、

雇
用
の
問
題
等
、
適
切
な
対
処
が
で
き
る
の
か
非
常
に

心
配
で
す
。
ま
た
、
福
智
町
は
他
町
村
に
先
駆
け
て
、一
般

競
争
入
札
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
業
者

が
生
き
残
り
を
か
け
て
頑
張
っ
て
い
る
か
、
そ
の
実
態
を

わ
か
っ
て
い
ま
す
か
。
今
後
、
対
策
は
考
え
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
　
一
般
競
争
入
札
を
導
入
し
て
、い
ろ

い
ろ
な
意
見
や
思
い
を
お
聞
き
し
ま
す
。
町
内

業
者
の
方
々
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
、
栄
え
て
も
ら
う
、

そ
う
い
っ
た
環
境
づ
く
り
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
再
度
活
気
を
持
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
検
討
を
前
向
き

に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

検
討
す
る
と
い
う
時
間
的
な
余
裕
は
あ
り
ま
せ

ん
。
多
く
の
業
者
は
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
あ

ら
ゆ
る
対
策
を
た
て
、
救
済
し
な
い
と
多
く
の
業
者
が

倒
産
し
ま
す
。
町
長
が
や
る
気
を
起
こ
せ
ば
、
我
々
議
員

は
支
え
ま
す
。
我
々
に
も
責
任
の
一
端
が
あ
る
の
で
す
か

ら
、
責
任
を
転
嫁
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
は
も
っ
て
い
ま

せ
ん
。
福
智
町
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
本
当
に
今
、
苦

し
ん
で
い
る
人
た
ち
に
目
線
を
置
い
て
、
今
後
の
行
政
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
、
検
討
で
は
な
く
、
即
決
、

決
断
し
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
次
に
同
和
対
策
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
部
落
問
題
の
解
決
は
、
教
育
に

始
ま
り
教
育
に
終
わ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
教

育
で
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。
 

【
教
育
長
】
　
同
和
問
題
の
解
決
に
は
、
教
育
の

果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

系
統
的
・
発
達
的
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
解
放
子

ど
も
会
の
活
動
等
も
積
極
的
に
お
こ
な
い
な
が
ら
、
格

差
是
正
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

平
成
13
年
に
同
和
対
策
特
別
措
置
法
が
失
効
し
、

一
般
対
策
に
移
行
さ
れ
、
同
和
問
題
の
取
り
組
み

に
対
す
る
地
方
の
町
村
の
役
割
が
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
た
と
考
え
ま
す
が
、
こ
の
同
和
問
題
に
関
し
て
、
町

長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
町
長
】
　
こ
れ
ま
で
、い
ろ
い
ろ
な
環
境
整
備
や

地
域
向
上
に
向
け
て
の
条
件
整
備
等
を
お
こ
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、ま
だ
足
り
な
い
部
分
も
課
題
と
し
て

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、ソ
フ
ト
面
に
お
き
ま
し
て
も
、

昨
年
よ
り
策
定
を
し
た
『
人
権
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
』
の
中
で
、本
当
に
町
民
の
方
々
が
豊
か
な
気
持

ち
で
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
地
域
づ
く
り

に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
計
画
の
中
で
明
記
し
、現
在
実

施
が
着
々
と
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、そ
う
は
い
っ
て

も
ま
だ
ま
だ
我
々
と
し
て
は
、い
ろ
い
ろ
な
努
力
、あ
る
い

は
工
夫
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

 

残
念
な
こ
と
に
、
今
も
地
域
の
こ
だ
わ
り
が
払
拭

さ
れ
ず
残
っ
て
い
ま
す
。
方
城
・
赤
池
・
金
田
と
い

う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
福
智
町
な
の
で

す
。
し
か
し
、
事
あ
る
ご
と
に
『
方
城
は
』『
赤
池
は
』『
金

田
は
』
と
地
区
の
名
前
が
出
て
き
ま
す
。
福
智
町
と
い
う

町
が
で
き
、
お
互
い
が
町
民
で
あ
り
、
お
互
い
が
連
帯
し

て
町
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
努
力
を
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
に
、
足
を
引
っ
張
り
あ
う
よ
う
な
こ
と
は
、
戒
め
て

い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
福
智
町
に
は
2
ヶ
所
の
温

泉
施
設
が
あ
り
ま
す
。
福
智
町
の
温
泉
は
財
産
で
す
。
町

自
体
が
自
覚
を
し
、
支
援
体
制
を
確
立
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
投
資
す
る
こ
と
に
よ
り
利
潤
は
生
ま
れ

ま
す
。
自
主
財
源
の
乏
し
い
福
智
町
で
、
将
来
ど
の
よ
う

に
捻
出
す
る
の
か
、
温
泉
に
拠
点
を
置
き
、
町
外
か
ら
の

観
光
客
を
呼
び
、
福
智
町
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
長
い
目
で

将
来
を
見
つ
め
、
適
切
な
対
応
策
を
考
え
、
町
づ
く
り
を

お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
残
さ
れ
た
1
年
数
ヶ
月
、
強

い
信
念
・
意
思
で
行
政
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
以
上
で
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。
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旧
赤
池
、
金
田
、
方
城
、
3
町
が
合
併
し
て
新
生

福
智
町
が
誕
生
し
、
明
け
て
年
度
末
で
3
年
目

を
迎
え
ま
す
。
か
え
り
み
ま
す
と
、
行
財
政
計
画
の
一
環

と
し
て
諮
問
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
答
申
を
受
け
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
行
政
側
も
行
革
推
進
本
部
を
設
置
し
、

そ
の
推
進
計
画
の
実
行
に
取
り
組
む
と
い
っ
た
公
約
の
も

と
に
浦
田
町
長
率
い
る
、
浦
田
丸
が
順
風
満
帆
、
行
財
政

改
革
に
向
か
っ
て
勇
ま
し
く
船
出
を
し
た
か
の
よ
う
に

見
え
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
さ
に
あ
ら
ず
、
現
況
を

見
ま
す
と
、
各
課
、
診
療
所
、
支
所
、
保
育
所
等
々
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
け
ど
、
そ
う
い
っ
た
面
だ
け
で
も
肥
大
化
し

た
組
織
の
ス
リ
ム
化
も
ま
ま
な
ら
ず
、
大
切
な
機
構
改
革

の
一
端
す
ら
見
せ
よ
う
と
し
な
い
。
現
在
総
務
課
長
、
何

課
、
何
局
あ
る
か
お
聞
き
し
た
い
。
 

【
総
務
課
長
】
 
現
在
15
課
、1
局
、1
室
、2
支

所
、
2
診
療
所
、
3
保
育
所
の
機
構
で
あ
り
ま
す
。
 

 

そ
う
し
た
肥
大
化
し
た
も
の
に
対
し
て
、い
か
な

る
考
え
を
町
長
は
推
進
し
て
き
た
の
か
、
実
行
し

た
と
言
わ
れ
る
け
ど
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
の
見

解
を
後
で
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
財
政
改
革
の
基
本
と
し
て
も
、
歳
入
の
確
保
、
歳

出
の
抑
制
、
す
な
わ
ち
健
全
な
財
政
運
営
を
、
町
長
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
職
員
一
人
一
人
や
る
気
を
起
こ
さ
な
け
れ

ば
不
可
能
だ
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
意
識
改
革
、

そ
の
必
要
性
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
ほ
し
い
と
痛
感
す
る

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
行
財
政
改
革
を
掲
げ
て
、ま
た
多
く
の
町
民
の
期
待
を

担
っ
て
浦
田
町
長
が
町
長
に
選
任
さ
れ
た
。
し
か
も
任
期

も
あ
と
余
す
と
こ
ろ
1
年
余
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
自
ら
示

さ
れ
た
行
財
政
改
革
大
綱
の
推
進
に
、さ
っ
き
も
申
し
上

げ
た
よ
う
に
自
ら
が
公
約
に
尽
力
さ
れ
た
か
と
い
う
こ

と
も
含
め
て
御
意
思
を
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

①
効
率
的
な
組
織
機
構
へ
の
改
革
、
行
政
組
織
の
ス
リ
ム

化
、
赤
池
支
所
、
方
城
支
所
の
存
在
に
つ
い
て
。
 

②
社
会
福
祉
協
議
会
の
執
務
の
効
率
化
、
合
理
化
を
図

ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
旧
赤
池
は
今
ま
で
の
事
務
所
で

仕
事
を
し
て
い
る
な
ど
、
適
正
な
推
進
管
理
が
で
き
て

い
る
の
か
ど
う
か
。
 

③
コ
ス
モ
ス
診
療
所
は
大
変
厳
し
い
運
営
状
況
に
あ
り

ま
す
。
今
後
の
対
応
・
方
針
が
急
が
れ
て
お
り
ま
す
。一

方
、
方
城
診
療
所
は
健
全
財
政
を
保
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、一
般
会
計
か
ら
繰
入
金
に
よ
り
、
辛
う

じ
て
赤
字
を
免
れ
て
お
り
ま
す
。
繰
入
金
が
な
け
れ
ば

赤
字
運
営
、
さ
ら
に
年
々
悪
化
し
て
お
り
ま
す
け
ど
、

現
状
の
財
政
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
。
 

④
方
城
温
泉
、
日
王
の
湯
、
法
人
化
の
も
と
に
独
立
し
た

経
営
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
経
営
方
針
経

営
内
容
に
つ
い
て
。
 

　
以
上
含
め
て
、
各
部
署
に
お
け
る
行
政
改
革
の
構
想
に

つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
。
 

【
住
民
課
長
】
　
公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て

は
施
設
の
経
費
を
試
算
し
、
優
先
順
位
を
つ
け
、

統
合
、
廃
止
の
方
針
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、徴
収
に
つ
い
て
は
徴
収
体
制
の
一
本
化
が
必
要

と
思
い
ま
す
。
 

【
総
務
課
長
】
　
行
政
改
革
に
対
す
る
職
員
意
識

の
調
査
の
為
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、一
定
の
方

向
付
け
を
し
た
い
。
ま
た
、
職
員
の
人
材
育
成
、
人
事
評

価
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
い

ま
す
。
 【

建
設
課
長
】
　
合
併
前
か
ら
継
続
の
事
業
を
含

め
て
、
4
0
0
件
以
上
の
要
望
、
陳
情
が
出
て
お

り
ま
す
。
内
容
を
精
査
し
、補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
も

の
、
合
併
特
例
債
の
対
象
と
な
る
も
の
、
町
単
費
と
な
る

も
の
を
分
類
し
、
年
度
計
画
に
沿
っ
て
、
単
費
を
抑
え
た

必
要
最
小
限
の
設
計
計
画
と
な
る
よ
う
な
工
法
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

【
住
宅
課
長
】
　
田
川
郡
内
で
住
宅
管
理
を
統
合

し
て
い
け
ば
、職
員
も
減
員
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
 

【
公
民
館
兼
社
会
体
育
課
長
】
　
生
涯
学
習
と
公

民
館
は
、地
域
や
住
民
を
相
手
に
し
た
職
場
で
す

の
で
、一
本
化
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

【
コ
ス
モ
ス
診
療
所
事
務
長
】
　
健
康
セ
ン
タ
ー

部
門
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
は
、不
採
算

部
門
で
あ
り
ま
す
の
で
、
廃
止
の
方
向
で
検
討
す
べ
き
と

思
っ
て
い
ま
す
。
 

【
保
健
課
長
】
　
人
員
削
減
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
、福
祉
課
と
保
健
課
を
統
合
す
る
こ
と
も
ひ

と
つ
の
方
法
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

今
回
、
各
課
に
対
す
る
質
問
に
対
し
て
は
、
準
備

時
間
が
短
い
関
係
上
期
待
し
た
答
弁
が
い
た
だ

け
な
い
の
で
、
次
回
質
問
に
対
す
る
詳
細
な
回
答
を
頂
く

こ
と
に
し
ま
す
。
 

【
町
長
】
　
今
回
厳
し
く
指
摘
を
受
け
た
こ
と
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
町
民
の
方
の
ご
理
解
を
い

た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

5

議員 属　公弘 

質
問
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

質
問
 

質
問
 

回
答
 

回
答
 

回
答
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昨
年
の
9
月
定
例
会
で
、
議
案
第
52
号
（
町
道
路

線
の
変
更
認
定
）
を
撤
回
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
経
過
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
　
県
の
考
え
や
県
道
整
備
の
方
向
性
な

ど
、田
川
土
木
事
務
所
と
協
議
し
、条
件
が
整
う

よ
う
整
備
を
し
て
い
ま
す
。
整
備
が
で
き
次
第
、再
度
提
案

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

9
月
定
例
会
後
に
、診
療
所
運
営
協
議
会
の
設
置

に
関
す
る
話
し
合
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
資
料
が

何
も
な
く
審
議
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
流
会
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
、冒
頭
に
資
料
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、3

ヶ
月
の
期
間
が
な
け
れ
ば
資
料
作
成
は
で
き
な
か
っ
た
の

で
す
か
。
 

【
町
長
】
　
進
め
方
が
遅
す
ぎ
る
と
い
う
指
摘
は
、

謙
虚
に
受
け
止
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

現
在
の
情
勢
か
ら
見
て
、民
間
と
公
務
員
の
格
差

を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
　
職
員
は
報
酬
を
受
け
、行
政
の
中
で
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
が
、町
民
の
方
々
の
意
見
・
思
い
・

批
判
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、業
務
の

遂
行
や
働
き
が
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、指
導
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

旧
赤
池
町
で
は
、町
立
病
院
の
医
師
等
が
入
れ
替

わ
る
と
き
は
、
本
会
議
で
自
己
紹
介
等
を
し
て
い

ま
し
た
が
。
 

【
町
長
】
　
医
師
が
異
動
し
た
場
合
、議
会
で
紹
介

で
き
る
よ
う
、取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

 

上
水
道
の
送
水
管
で
、
鉛
を
使
用
し
て
い
る
箇
所

が
あ
り
ま
す
。
鉛
製
給
水
管
更
新
事
業
の
説
明
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

【
町
長
】
　
鉛
管
を
使
用
し
て
い
る
箇
所
の
更
新

事
業
で
、平
成
20
年
度
は
、高
尾
地
区
1
箇
所
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
 

 

厚
生
常
任
委
員
会
で
『
調
査
を
進
め
、
鉛
管
が
判

明
し
た
と
こ
ろ
は
早
急
に
取
り
替
え
、
着
手
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
』
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
調

査
は
し
ま
し
た
か
。
 

【
水
道
課
長
】
　
水
道
本
管
に
鉛
管
は
使
用
し
て

い
ま
せ
ん
。
各
家
庭
に
取
り
込
む
給
水
装
置
に
、

鉛
管
を
使
用
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、炭
鉱
時
代
の
古
い

水
道
管
に
使
用
し
て
い
る
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
場
所

を
特
定
す
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、古
い
管
は
本
管
工

事
更
新
事
業
を
利
用
し
、掘
削
・
試
掘
等
で
確
認
し
、進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

鉛
管
の
使
用
は
人
体
に
影
響
が
あ
り
、た
だ
ち
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。
 

【
町
長
】
　
ご
指
摘
は
そ
の
と
お
り
で
す
が
、工
事

を
す
る
に
し
て
も
補
助
制
度
に
該
当
す
る
か
等
、

整
理
を
し
な
が
ら
の
取
り
組
み
に
な
る
の
で
、時
間
が
か

か
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

高
尾
地
区
は
、
50
〜
60
年
前
に
送
水
管
が
布
設
さ

れ
、
道
路
の
幅
員
が
狭
く
大
型
車
も
通
ら
な
い
状

況
で
、年
に
数
回
は
漏
水
し
ま
す
。
い
か
に
老
朽
管
か
わ
か

る
と
思
い
ま
す
が
。
 

【
水
道
課
長
】
　
老
朽
管
と
の
併
用
が
あ
り
、水
道

管
の
破
断
等
も
あ
る
の
で
、有
収
率
向
上
を
含
め
、順
次
計

画
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

田
川
地
区
水
道
企
業
団
か
ら
の
送
水
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。
赤
池
は
、
彦
山
川
を
挟
ん
で
川
東

と
川
西
に
わ
か
れ
ま
す
。
川
東
は
早
く
よ
り
供
給
さ
れ
て

い
ま
す
が
、川
西
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
 

【
水
道
課
長
】
　
川
東
の
上
野
地
区
は
、
1
日

1
0
0
0
ト
ン
の
送
水
を
し
て
い
ま
す
。
川
西
の

赤
池
・
市
場
地
区
は
管
理
用
水
と
し
て
若
干
の
送
水
は
あ

り
ま
す
が
、給
水
量
に
見
合
う
水
量
で
は
な
く
、上
河
原
・

上
桜
浄
水
場
か
ら
の
送
水
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

  川
西
へ
の
給
水
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
　
伊
良
原
ダ
ム
（
み
や
こ
町
犀
川
）
の
完

成
年
度
が
延
期
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、現
在
は
耶

馬
溪
ダ
ム
か
ら
、金
田
地
区
お
よ
び
上
野
地
区
に
給
水
さ

れ
て
い
ま
す
。
同
じ
町
内
で
水
質
が
違
い
、不
公
平
で
は
な

い
か
と
い
う
声
も
届
い
て
い
ま
す
の
で
、で
き
る
だ
け
早
期

に
、他
地
区
に
お
い
て
も
給
水
で
き
る
よ
う
、努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

一
部
の
地
区
で
は
鉛
管
が
使
用
さ
れ
、良
い
水
も
飲

め
な
い
の
に
、
水
道
料
金
は
当
た
り
前
の
金
額
を

取
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
公
平
が
起
き
な
い
よ
う
、今
後

の
対
策
を
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
川

東
の
送
水
開
始
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
か
。
 

【
水
道
課
長
】
　
平
成
13
年
8
月
か
ら
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
 

 

7
年
近
く
川
西
の
人
た
ち
は
、
昔
か
ら
の
水
を
飲

ん
で
、当
た
り
前
の
水
道
料
金
を
払
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
町
長
、そ
こ
ら
あ
た
り
し
っ
か
り
受
け
止

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
回
答
は
結
構
で
す
。
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質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
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答
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答
 

回
答
 

回
答
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答
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質
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福
智
町
に
な
っ
て
、
滞
納
額
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。
 

【
町
長
】
　
年
度
ご
と
に
増
え
て
い
ま
す
。
 

  

滞
納
整
理
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
か
。
 

【
税
務
課
長
】
　
収
納
対
策
係
は
、
高
額
・
長
期

滞
納
者
と
納
税
協
議
を
し
、
応
じ
な
い
方
は
差

し
押
さ
え
等
を
し
て
い
ま
す
。
 

【
水
道
課
長
】
　
水
道
料
金
は
、訪
問
徴
収
・
督
促
・

催
促
等
を
お
こ
な
い
、そ
れ
で
も
支
払
わ
な
い
場

合
は
給
水
停
止
と
な
り
ま
す
。
 

【
人
権
・
同
和
対
策
課
長
】
　
住
宅
新
築
資
金
は

督
促
状
を
出
し
、
納
め
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
実

態
調
査
を
含
め
た
訪
問
徴
収
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
額
滞
納
者
を
中
心
と
し
た
19
人
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

を
し
、
督
促
状
・
催
告
状
の
ほ
か
、
連
帯
保
証
人
を
含
め

た
呼
び
出
し
も
お
こ
な
い
、
13
名
の
誓
約
書
を
と
り
ま
し

た
。
誓
約
未
提
出
の
方
が
6
名
い
ま
す
が
、
多
重
債
務
・

収
入
不
安
定
・
行
方
不
明
者
と
い
う
状
況
で
し
た
。
今
後

の
徴
収
方
法
と
し
て
は
、失
業
中
で
生
活
不
安
や
高
齢
者

の
方
で
も
、
少
し
ず
つ
で
い
い
か
ら
払
っ
て
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
、督
促
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、徴
収
率
の
向

上
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
償
還
推
進
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
、取
り
組
み
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

【
税
務
課
長
】
　
固
定
資
産
税
は
、
収
納
対
策
室

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、法
的
処
置
を
と
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

【
住
民
課
長
】
　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
収
納
対

策
室
と
協
議
し
な
が
ら
、
不
動
産
・
預
貯
金
・
生

命
保
険
等
の
差
し
押
さ
え
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

【
住
宅
課
長
】
　
住
宅
使
用
料
は
、
年
に
3
回
督

促
状
を
出
し
、な
お
か
つ
住
宅
課
職
員
等
で
夜
間

の
戸
別
訪
問
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
方
針
と
し
て
は
、こ

れ
以
上
滞
納
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
、現
年
度
分
を
先
に

い
た
だ
き
、そ
れ
と
並
行
し
な
が
ら
滞
納
分
を
い
く
ら
か

で
も
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

支
払
い
が
止
ま
っ
た
り
、誓
約
書
の
違
反
を
し
た
場
合
は
、

今
後
、提
訴
等
も
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

不
納
欠
損
は
、
新
町
に
な
っ
て
お
こ
な
っ
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
か
。
副
町
長
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

【
副
町
長
】
　
私
の
知
る
限
り
、お
こ
な
っ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
不
納
欠
損
を
で

き
る
も
の
は
早
く
し
な
さ
い
、と
指
示
し
て
お
り
ま
す
。
 

 

安
易
に
不
納
欠
損
処
理
と
い
う
の
は
、
税
の
負
担

公
平
と
い
う
観
点
か
ら
も
問
題
で
あ
り
、
厳
格
に

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
滞
納
整

理
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
の
Ｏ
Ｂ
や
弁
護
士
に
委
嘱
す
る

な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
収

納
対
策
・
滞
納
整
理
の
強
化
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
お
こ

な
っ
て
い
く
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

【
町
長
】
　
最
終
的
に
は
、法
的
処
分
・
法
的
措
置

を
講
じ
、滞
納
解
消
に
向
け
て
努
力
を
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、方
法
に
つ
い
て
は
何
が
一
番
有
効
な
の
か
検
討

し
な
が
ら
、滞
納
処
理
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

滞
納
金
額
が
、こ
れ
以
上
増
え
な
い
よ
う
努
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
次
に
広
報
体
制
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。
行
政
・
財
政
状
況
を
町
民
に
知
ら
せ
る
上
で
、

広
報
は
非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
ど
の
よ
う

な
体
制
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
　
広
報
に
は
、
課
長
を
含
め
5
人
の
職

員
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
広
報
の
方
法
と
し
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
新
着
情
報
や
入
札
情
報
な
ど
、
新

し
い
情
報
を
随
時
提
供
し
、
広
報
紙
『
ふ
く
ち
』
は
月
は

じ
め
に
配
布
を
し
て
い
ま
す
。
広
報
紙
に
つ
い
て
は
、い

ろ
い
ろ
な
意
見
・
指
摘
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
に
情
報
を

多
く
伝
え
、福
智
町
の
状
況
を
的
確
に
認
識
し
て
い
た
だ

き
、連
携
し
て
町
づ
く
り
を
お
こ
な
う
こ
と
が
原
則
で
す

の
で
、
わ
か
り
や
す
い
内
容
を
常
に
心
が
け
な
が
ら
、
よ

り
多
く
の
情
報
が
提
供
で
き
る
よ
う
、お
こ
な
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
折
り
込
み
と
し
て
チ
ラ
シ
等

を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
も
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
の
で
、対
処
は
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

チ
ラ
シ
等
は
各
課
で
作
っ
て
お
り
、
無
駄
で
は
な

い
か
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
企
画
課
に
広
報
係

が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
広
報
の
一
元
化
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
係
が
す
べ
て
管
理
等
お
こ
な
い
、
承
認
が
な
け
れ
ば

チ
ラ
シ
等
を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と

も
お
こ
な
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

広
報
の
一
元
化
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
 

【
町
長
】
　
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

 

本
来
、
広
報
紙
は
当
然
全
世
帯
に
配
布
で
す
が
、

現
在
は
行
政
区
に
配
布
し
て
お
り
、
行
政
区
（
町

内
会
）
に
加
入
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
配
布
さ
れ
て
い

な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
今
は
何
世
帯
に
配
布
し
て
い

ま
す
か
。
 

 

【
企
画
課
長
】
　
約
8
6
0
0
世
帯
で
す
。
 

 

全
世
帯
配
布
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、ど
う
い
う
形
が
い
い
の
か
、

広
報
紙
を
含
め
た
と
こ
ろ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
り
、

編
集
委
員
を
定
め
る
な
ど
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
町
長
】
　
時
期
を
捉
え
て
、
町
民
の
声
を
調
査

し
、編
集
に
か
か
わ
る
取
り
組
み
も
町
民
の
声
を

十
分
反
映
し
た
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
、検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

7

質
問
 

質
問
 

質
問
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

議員 
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昨
年
の
9
月
議
会
で
町
長
は
、
所
信
表
明
の
達

成
率
は
約
70
％
だ
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
政
策
等
は
満
足
い
く
も
の
で
し
た
か
。
 

【
町
長
】
　
町
民
の
方
々
に
、理
解
・
納
得
い
た
だ

い
た
か
と
い
え
ば
、厳
し
い
評
価
を
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
謙
虚
に
受
け
止
め

て
、さ
ら
に
ご
理
解
・
満
足
い
た
だ
け
る
地
域
づ
く
り
に
、

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

神
崎
保
育
所
は
、
園
児
と
職
員
を
含
め
約

1
0
0
人
近
く
い
る
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
6

月
議
会
で
、
耐
震
調
査
や
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
ま
し
た
か
。
ま

た
、
今
回
補
正
で
維
持
補
修
工
事
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
内
容
の
詳
細
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
福
祉
課
長
】
　
昨
年
4
月
に
厚
生
常
任
委
員
会

が
現
地
視
察
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

指
摘
を
受
け
た
中
で
、
園
長
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
改
修

で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
改
修
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
補
正
予
算
は
、雨
漏
り
お
よ
び
園
舎
の
河
川
側
部
分
で

の
陥
没
等
の
補
修
工
事
で
す
。
 

 

未
来
の
福
智
町
を
背
負
っ
て
立
つ
園
児
た
ち
で

す
。
さ
ら
な
る
対
応
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
。
 

【
町
長
】
　
現
在
、
危
険
箇
所
や
修
理
を
ど
う
し

て
も
要
す
る
と
こ
ろ
は
、そ
の
都
度
、改
修
・
補
修

を
し
て
い
ま
す
が
、改
築
等
も
含
め
て
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
次
代
を
背
負
う
大
事
な
子
ど
も
た
ち
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
育
環
境
の
整
備
に
向
け
て
、
万
全

を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。
平
成
20
年
は
、
今
ま
で
に
な
い
原
油
高
騰
に

よ
り
、
燃
料
等
が
異
常
に
あ
が
り
ま
し
た
。
補
正
予
算
で
、

温
泉
施
設
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
事
前
調
査
委
託
料
と

し
て
、
1
2
0
万
8
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
内
容

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

【
産
業
振
興
課
長
】
　
日
王
の
湯
・
ふ
じ
湯
の
里

の
燃
料
代
は
、
平
成
18
年
度
が
3
8
0
0
万
円

で
し
た
。
こ
の
と
き
の
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
の
単
価
は
74
円

で
す
。
19
年
度
は
平
均
単
価
79
円
で
4
0
5
0
万
円
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、平
成
20
年
度
は
5
5
0
0
万
円
の
見

込
み
で
、
相
当
な
燃
料
代
が
か
か
り
ま
す
。
燃
料
代
を
で

き
る
だ
け
抑
え
る
た
め
、太
陽
熱
利
用
事
業
の
給
湯
設
備

申
請
書
作
成
の
た
め
の
調
査
費
で
す
。
 

 

そ
の
他
公
共
施
設
で
の
活
用
は
、ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
　
現
在
、
成
竹
団
地
・
小
豆
田
団
地
・
赤

池
団
地
は
、こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に
導
入

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

町
内
に
は
分
譲
地
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
産

業
廃
棄
物
の
調
査
と
い
う
こ
と
で
、
販
売
中
止
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
等
は
あ

り
ま
し
た
か
。
 

【
財
政
課
長
】
　
販
売
の
問
い
合
わ
せ
は
数
件

あ
り
、
そ
の
都
度
、
販
売
で
き
な
い
と
答
え
て
い

ま
す
。
  福

智
町
の
町
営
住
宅
に
、
入
居
の
申
し
込
み
は

何
件
あ
り
ま
し
た
か
。
 

【
住
宅
課
長
】
　
平
成
19
年
12
月
〜
平
成
20
年
11

月
の
1
年
間
で
1
0
8
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

町
内
88
件
・
町
外
20
件
で
し
た
。
 

 

全
員
が
入
居
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

分
譲
地
に
公
営
の
団
地
・
住
宅
等
を
建
て
る
と
、

福
智
町
の
人
口
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
。
 

【
町
長
】
　
現
在
、ス
ト
ッ
ク
計
画
に
基
づ
き
、
住

宅
の
建
て
替
え
等
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
建
て

替
え
時
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
制
限
の
中
で
対
応
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
未
販
売

の
町
有
地
に
町
営
住
宅
等
の
建
設
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
し
、
公
的
な
施
設
で
活
用
で
き
な
い
か
、
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

福
智
町
は
、
指
名
競
争
入
札
で
20
〜
30
業
者
が
し

の
ぎ
を
削
っ
て
い
ま
す
。
公
共
工
事
が
激
減
し
た

中
、
死
活
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
お
考
え

で
す
か
。
 

【
町
長
】
　
町
内
業
者
の
方
々
の
生
活
が
安
定
す

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
、
検
証
し
な
が
ら
や
っ
て

い
き
、公
正
な
公
共
工
事
発
注
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

現
在
は
、
公
正
・
公
平
・
平
等
に
、
ま
っ
た
く
合
致

し
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
今
後
は
ど
の
よ
う

に
考
え
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
　
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
、努
力
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

 

町
長
は
い
つ
も
検
討
し
ま
す
と
答
え
ま
す
が
、私
が

思
う
に
『
見
当
』
違
い
で
打
た
れ
強
い
の
か
、リ
ン

グ
場
の
『
拳
闘
』
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。『
よ
く
調
べ
て
検
討

す
る
』
方
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。
回
答
は
結
構
で
す
。
 

 

議員 日比生洋一 
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答
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昨
年
か
ら
第
一
保
育
所
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
し

て
き
ま
し
た
。
保
育
所
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

に
つ
い
て
も
、
何
度
も
質
問
し
て
き
ま
し
た
が
、い
ま
だ

に
1
回
し
か
開
催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
第
一
保
育
所
の
保

育
士
・
保
護
者
・
弁
城
区
役
員
と
話
し
合
い
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
結
果
も
、
あ
り
方
検
討
委
員
会
に
報
告
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
1
回
目
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
、
中
央

保
育
所
と
第
一
保
育
所
を
統
合
し
た
い
と
告
げ
た
だ
け
で
、

保
護
者
と
話
し
合
い
も
し
な
い
。
こ
の
委
員
会
は
存
在
し

て
い
る
の
で
す
か
。
 

【
町
長
】
　
ま
だ
継
続
し
て
い
ま
す
。
 

 

な
ぜ
、
保
護
者
と
話
し
合
っ
た
こ
と
を
報
告
し
な

い
の
で
す
か
。
当
初
、
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
委

員
は
、
保
育
所
の
統
合
は
聞
い
て
い
て
も
民
営
化
の
話
は

聞
い
て
い
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
報
告
し
、
議
論
す
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
初
の
話
し
合
い
で
、
統
合
が

無
理
な
ら
民
営
化
で
地
域
に
残
せ
ば
い
い
と
い
う
判
断

は
、
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
行
政
内
部
で
は
、
第
一
保
育
所
の

民
営
化
で
方
向
を
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
こ
と
を

保
護
者
に
説
明
す
る
と
は
聞
い
て
い
ま
す
が
、
私
が
お
願

い
し
た
い
の
は
、
行
政
内
部
で
出
た
結
果
を
直
接
保
護
者

に
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
保
育
所
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
に
提
案
し
、
委
員
会
で
話
し
合
っ
た
結
果
を
、
保
護
者

に
説
明
す
る
ほ
う
が
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
話
が
受
け
取

り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
3
月
議
会
で
町

長
は
、
保
育
士
・
保
護
者
・
弁
城
区
の
地
元
の
方
・
行
政
で
、

今
後
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
、
と

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
は
あ
り
方
検
討
委
員
会
と
は

別
の
組
織
な
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
中

で
、
増
員
を
す
る
の
で
す
か
。
ま
た
、
旧
方
城
町
時
代
に

統
合
の
話
が
で
た
と
き
、
副
町
長
は
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
判
断
し
た
と
思
い
ま
す
が
。
 

【
町
長
】
　
公
的
保
育
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
委

員
会
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、当
然
こ
の
委
員
会

に
経
緯
等
を
伝
え
、
議
論
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
い
く
こ
と
が
筋
道
で
は
な
い
か
と
私
も
認
識

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、現
在
第
一
保
育
所
に
絞
っ
て
状
況

の
整
理
を
し
て
い
る
段
階
で
す
の
で
、
状
況
が
煮
詰
ま
っ

て
く
れ
ば
、あ
り
方
検
討
委
員
会
に
、
今
後
の
方
針
等
を

伝
え
な
が
ら
意
見
も
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
後
の
進
め
方
で
す
が
、公
的
保
育
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
と
は
別
個
に
、第
一
保
育
所
の
今
後
に
向
け
て
、

地
元
関
係
者
や
保
護
者
の
方
々
と
、話
し
合
い
の
場
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

【
副
町
長
】
　
旧
方
城
町
の
と
き
に
、議
会
議
員
・

民
間
の
方
・
保
育
士
等
約
15
名
の
方
が
委
員
と

な
り
、
約
1
年
間
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
色
々
な
観
点
か

ら
考
え
て
、で
き
れ
ば
存
続
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う

答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
第
一
保
育
所
は
、地
域
と

密
着
し
て
お
り
、子
育
て
に
お
い
て
非
常
に
環
境
が
よ
く
、

将
来
的
に
は
園
児
も
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話

で
し
た
。
私
自
身
も
何
回
も
保
育
所
に
行
き
、先
生
方
や

い
ろ
い
ろ
な
方
と
話
を
し
、で
き
る
だ
け
公
立
で
存
続
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
で
、今
日
ま
で
公
立
で
存
続
さ
せ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
 

 

町
長
は
、
別
の
組
織
で
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
と

言
い
ま
し
た
が
、
何
個
も
委
員
会
は
立
ち
上
げ
な

い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

【
町
長
】
　
当
初
、あ
り
方
検
討
委
員
会
は
町
立

3
保
育
所
に
つ
い
て
、全
体
で
協
議
し
て
い
た
だ

く
目
的
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
、
行
政
内
部
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
検
討
し
た
結
果
、第
一
保
育
所

は
民
営
化
の
方
向
で
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
答

申
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
答
申
に
基
づ
い
て
今
後
、地
元
・

保
育
関
係
者
等
と
協
議
し
、
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
も

経
緯
や
方
針
等
は
お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
地
元
の
進
め
方
が
ど
う
な
る
べ
き
か
、
具
体
的
な

詰
め
の
段
階
に
入
っ
て
き
ま
す
の
で
、こ
こ
は
地
元
の
関

係
者
だ
け
で
話
し
合
い
の
場
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
 

 

旧
方
城
町
で
は
、
議
員
も
委
員
と
し
て
参
加
し
て

い
ま
し
た
が
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。
 【

町
長
】
　
議
論
や
方
向
に
向
け
て
、
協
力
は
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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答
 

回
答
 

回
答
 

議員 堀江政洋 
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町
内
お
よ
び
学
校
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

対
策
は
、ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
 

【
保
健
課
長
】
　
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
に
つ
い
て
は
、
10
月
広
報
の
チ
ラ
シ
で
お

知
ら
せ
を
し
、
4
8
0
0
人
の
接
種
人
数
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
 

【
教
育
長
】
　
学
校
で
は
、
集
団
で
接
種
を
し
て

い
ま
せ
ん
。
日
常
的
に
で
き
る
こ
と
は
、
健
康
観

察
を
お
こ
な
い
家
庭
連
絡
帳
に
記
入
し
た
り
、
う
が
い
・

手
洗
い
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
家
庭
に
保
健
だ
よ

り
等
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
 

 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
各
報
道
が
さ
れ

て
い
ま
す
。
鳥
か
ら
人
へ
感
染
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
世
界
で
3
8
7
人
の
感
染
者
が
あ
り
、
2
4
5

人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
動
物
か
ら
感
染
し
、
そ
の
後
人

か
ら
人
へ
と
感
染
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ま
だ

発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
は
、い
つ
・
ど
こ
で
発
生

す
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
心
構
え
と
し
て
認
識

を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
広
報
紙

等
で
要
点
を
掲
載
し
、
福
智
町
か
ら
1
人
も
感
染
者
が

出
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、い
ち
早
く
手
を
打
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
。
 

【
町
長
】
　
町
民
に
正
し
い
知
識
を
周
知
徹
底

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

中
小
企
業
緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。
補
償
制
度
貸
付
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。
 【

町
長
】
　
46
件
の
申
請
が
あ
り
、
す
べ
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 

追
加
さ
れ
て
6
9
6
業
種
と
な
り
、
小
規
模
企

業
に
対
し
て
も
ほ
と
ん
ど
が
含
ま
れ
る
形
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
が
、
こ

の
制
度
を
利
用
し
、
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
が
。
 

【
町
長
】
　
最
大
限
、
支
援
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

 

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
ば
ら

ま
き
や
景
気
対
策
と
し
て
は
意
味
が
な
い
等
、

い
ろ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。
世
界
的
な
景
気
の
悪
化
・

国
内
経
済
の
減
速
・
食
の
不
安
拡
大
な
ど
の
影
響
か
ら
、

多
く
の
国
民
が
消
費
を
抑
え
、
生
活
防
衛
を
意
識
し
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
必
死
に
取
り
組
ん
で
い
る
国

民
一
人
一
人
を
考
え
れ
ば
、
私
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
批

判
は
あ
た
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
財
源
と
な
る
2
兆
円

も
、
元
々
は
国
民
の
お
金
で
す
。
大
変
な
と
き
だ
か
ら
こ

そ
戻
す
と
い
う
わ
け
で
す
か
ら
、
大
い
に
利
用
す
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
町
長
は
、ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。
 

【
町
長
】
　
第
2
次
補
正
で
提
案
が
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、こ
の
法
案
が
通
っ
た
場
合
、

市
町
村
が
窓
口
に
な
り
ま
す
。
実
施
段
階
に
な
れ
ば
、
田

川
郡
の
町
村
と
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
円
滑
に
給
付

作
業
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
所
得
制
限
の
問
題
も
、
議
論
の
中
で
出
て
い

ま
す
が
、
私
は
所
得
制
限
を
設
け
な
い
方
向
で
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

監
査
委
員
と
し
て
、
今
ま
で
市
場
地
区
の
用
水

路
床
版
問
題
で
町
長
に
勧
告
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
不
景
気
な
と
き
で
も
、
消
費
を
抑
え
な
が
ら
、
町
県

民
税
な
ど
一
生
懸
命
払
い
、
頑
張
っ
て
い
る
方
の
た
め
に

も
、
こ
の
問
題
は
早
く
解
決
を
お
願
い
し
た
い
と
思
う

わ
け
で
す
。
昨
年
9
月
の
一
般
質
問
で
、
町
長
は
『
払
わ
な

く
て
も
よ
い
と
言
う
方
も
い
ま
す
か
ら
』
と
言
い
ま
し
た
。

ま
た
、
先
日
の
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
あ
る
委
員
か
ら

『
寄
附
行
為
に
な
ら
な
い
か
』
と
い
う
言
葉
に
、
課
長
が

あ
わ
て
て
弁
護
士
に
尋
ね
に
行
く
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
町
長
は
、
何
が
何
で
も
早
く
と
い
う
気
持
ち
で

取
り
組
ん
で
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
退
職
金
で
払
う
、

家
を
売
っ
て
払
う
、
何
月
ま
で
に
払
う
、
新
聞
紙
上
で
町

長
が
言
っ
た
言
葉
を
、
町
民
は
覚
え
て
待
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
監
査
に
も
、
町
長
は
『
公
職
選
挙
法
に
抵
触
し
な

い
形
で
補
て
ん
し
た
い
』
と
明
言
し
て
い
ま
す
。
昨
年
10

月
に
、
私
は
知
り
合
い
の
弁
護
士
に
尋
ね
ま
し
た
。
こ
の

回
答
が
1
0
0
％
正
し
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
弁
護

士
は
『
何
も
な
い
中
で
、
自
分
の
お
金
を
寄
附
す
る
事
は

寄
附
行
為
に
あ
た
る
が
、
6
5
1
万
円
は
寄
附
行
為
と

の
判
断
に
は
あ
た
ら
な
い
。一
番
の
責
任
者
は
、
執
行
権

者
の
町
長
に
あ
る
。
町
民
の
税
金
を
持
ち
出
し
た
こ
と

に
変
わ
り
は
な
く
、
現
場
は
跡
形
も
残
っ
て
い
な
い
。
町

民
か
ら
し
て
み
れ
ば
、
当
然
税
金
を
戻
せ
と
な
り
返
還

請
求
権
が
生
じ
、
同
時
に
返
還
の
義
務
も
生
じ
る
。
し
た

が
っ
て
、
当
時
の
関
係
者
は
そ
の
義
務
を
果
た
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
』
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
町
長
、一
言
お

願
い
し
ま
す
。
 

【
町
長
】
　
真
摯
に
受
け
止
め
て
、
対
処
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

 

議員 杉本數男 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

回
答
 

質
問
 

質
問
 

質
問
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　また別れの季節、出会いの季節が巡ってき

ました。 

　卒業・入学・就職・転勤・退職など人生の転

換点を迎え、環境の変化の中、一抹の不安と

それに倍する希望をお持ちだと思います。また、

それを見守る家族のみなさんも同様の気持ち

と思います。厳しい経済状況のもと、採用の手

控えやリストラ等、暗い話題ばかりですが、みな

さんのご奮闘を願います。 

　さて、３月は行政にとって、もっとも重要な新

年度予算などを決める議会が開催されます。

私たち一人一人にとって大事な予算です。こ

の予算が、適正かつ有効なものとなるよう、し

っかりと審議をしたいと思います。 

（道人） 

 

傍聴しませんか 傍聴しませんか 傍聴しませんか 
傍聴までの流れ 

本会議開催中は、どなたでも議場（傍聴席）
で傍聴できます。 
身近な問題が話し合われていますので、
ぜひお越しください。 

議場は本庁4階にあります。 傍聴人受付簿に氏名・年齢・住所 
を記入します。 

資料は自由にお取りください 

白熱した議論を間近に見ることが 
できます。 

本庁1階のロビーでも、放映しています。 議場（傍聴席）入り口です。 
出入りは自由です。 

※各常任委員会も、委員長の許可後、委員会室（4階）で傍聴できます。 
※本会議を傍聴する際は、議会傍聴の注意を守っていただきます。 


